
沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要

1.懇話会の経過と概要
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第4回懇話会（平成29年1月26日）

第1回懇話会
平成28年8月3日

【検討内容】

・沼津御用邸の歴史的変遷の把握
・西附属邸等における展示等の現状と課題の洗い出し

【主なご意見】

・建築的視点で伝えるべきことは多いが、それが整備されていない。
・外観など建築的特徴がよくわかる個所が見学ルートとして整備されていない。

・入館までの案内が不明確。公園全体の案内の明確化。
・「原文脈」が失われていると感じる
・集客を高めるためのストーリーが見えてこない。
・沼津港に来ている150万の観光客への周知が必要である。

第2回懇話会
平成28年9月30日

第3回懇話会
平成28年11月17日

第4回懇話会
平成29年1月26日

【検討内容】

・西附属邸等における展示等の課題のとりまとめとその対応方針の検討

【主なご意見】

・全体計画の前提として時代設定をいつにするか決める必要がある。
・皇族の暮らしに関して事実以外の演出は不適切である。
・わかりやすい解説と品位の維持を両立させる必要がある。

・ターゲットを定めて適切な方策をとる必要がある。

【検討内容】

・西附属邸等における展示等の対応方針案のとりまとめと具体案の検討

【主なご意見】

・全体インフォメーションには何が見学でき、満足できるのかを前面に出すべき。
・見学ルートは現行の逆ルートが現状では検討に値する。

・解説計画は、ターゲット層にあわせて階層を設ける。
・子ども展示もターゲットを明確にし、テーマを絞る必要がある。

■建築的特徴に関する聞き取り調査（平成28年11月7日） 浅羽座長との現地調査

■集客・満足度向上の方策に関する聞き取り調査（平成28年11月24日） 金子綾委員への聞き取り調査

■展示計画に関する聞き取り調査（平成28年12月8日） 金子淳委員への聞き取り調査
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2.アンケート調査の結果
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■実施概要

①調査項目

②調査方法と期間

西附属邸来館者のうち任意の記入。実施期間は平成28年7月18日（月）から

11月30日（水）までの約4か月半。

■調査の結果

①アンケート回答者内訳

アンケート集計数は120件。回答者の内訳を（図1-A, B）に示した。50代以降の来園
者が半数以上を占めている。男女比に差はなく、男性女性どちらも約半数程度で
あった（図1-C）。

②アンケート調査の総論と対応策

アンケート調査の結果からわかる西附属邸の現状来園者像と、その対応策として考えられる方策は以下
の通り。

●約9割が初めての来園である。（図2）
→１回の見学で西附属邸の価値が伝わる、わかりやすい解説計画を行う必要がある。
→新規来園者をさらに増やすためにも、周辺観光地との連携が重要である。

●2回以上（複数回）当園を訪れたことのある人は、初めての訪問の人に比べ、日帰りが多いことがわか
る（日帰り可能な距離に在住している傾向がある）。（図3）

→日帰り圏内の人々に向けて、企画展示や多様なプログラムの周知を徹底させる必要がある。

●来園者の多くが自宅や宿泊施設から直接当園を訪れた後、自宅・宿泊先に戻り、3割程度は近場の観
光施設を訪れていると考えられる。（図4-A，B）

→訪問パターンの実態はさらに精査する必要があるが、近隣巨大観光地である沼津漁港からの来訪

がまだまだ少ない実態であることから、沼津漁港でのインフォメーション強化をさらに検討する必要
がある。

●本施設を知ったきっかけは、「紹介」が約３割、「HP・SNS」と「テレビ」がほぼ同数の1.5割である。（図5）
→口コミやHP・SNSを意識した広報の重要性が考えられる。

図1．アンケート回答者の内訳

A）アンケート回答者全120人の年齢層内訳。 B）回答者の年齢層の割合。 C）回答者の性別割合。
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図4．来園者の訪問パターン

A）来園前の訪問場所。自宅（沼津市内・県内・県外）、宿泊先（市内・県内・県外）、

観光施設に分類。
B）来園後の訪問場所。自宅（沼津市内・県内・県外）、宿泊先（市内・県内・県外）、

観光施設に分類。
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紹介：家族・知人からの紹介。そ

の他には、以前より知っていた、
バス会社やガイドブック、偶然通
りがかり、などが挙がった。

図3．訪問回数別にみる訪問パターン
各項目(※)の人数（n）を100%としたときの当園への訪問パターンの割合。
※■:日帰り(沼津市内) ■:日帰り(県内）■:日帰り(県外) ■:1泊以上の旅行中の訪問

A B

設問番号 項目

1 あなたの年齢を教えてください。

2 あなたの性別を教えてください。

3 当園に来園する前に訪問された場所をお答えください。

4 当園見学後に訪問する予定の場所を教えてください。

5 当園までの交通手段をお答えください。

6 当園へはどなたといらっしゃいましたか？

7 沼津市にはどれくらい滞在しますか？

8 当園のことはどのような方法で知りましたか？

9 当園への来園は何度目ですか？

10 今日の来園目的は何ですか？

11 当園で一番印象に残った場所はどこですか？

12 西附属邸で見学された方は、西附属邸で一番印象に残った場所はどこですか？

13 スタッフの対応はいかがでしたか？

14 その他、お気づきの点がありましたらご記入ください。

沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要 第4回懇話会（平成29年1月26日）



3.全体改修方針と展示改修の考え方
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【西附属邸全体の改修方針】

1.西附属邸の魅力を引き出し、伝えるために西附属邸の価値を明確化する。

2.品格と分かりやすさを備えた形で、西附属邸の原文脈を伝える。

3.来園者の満足度を高め、集客力を向上させる。

【西附属邸の価値について】

●建築的な価値：

皇孫殿下（昭和天皇と秩父宮殿下）の養育係であった川

村純義伯爵の邸宅としての別荘建築と、その後、増築を

行った宮廷建築部分との各々の特徴的な建築様式を間

近で見ることができる。

●皇室を間近に感じる価値：

謁見所や御座所などの設えから、御食堂、御料浴室など

の生活の場まで見学することができ、普段見ることができ

ない皇族の暮らしを間近に感じることができる貴重な施設

である。

●沼津の風土を実感できる価値：

屋敷を囲む松林や海水浴場、温暖な気候など、皇室の方

々の療養のための豊かな気候風土と、沼津の人びとと皇

室の関わりを実感することができる場である。

【時代設定の考え方について】

●西附属邸での皇族の方々などの暮らしの様子を原文脈

として伝えるが、どの時代に焦点を当てるかは改修方針

に関わるため、現状では以下のように考える。

●全ての増築が完了した、大正11（1922）年を基準とする。

●建物の設え、展示計画、解説計画全ての整備に関して、

この時代設定を基準に再整備を行うものとする。

●室名に関しては、大正13年頃の行啓資料に掲載された

室名を基準として再整理し、この行啓資料に記載のない

ものについては、表示しないことを基本としつつ適宜検る

ものとする。

【ターゲットの考え方について】

●前頁の来園者の実態と、名勝指定を踏まえた今後増

やしたい来園者を加味したうえで、以下の人々をター

ゲットに整備を行う。

○御用邸に興味があり、見学時間がある人

（皇室や皇族の方々に関心が高く、御用邸見学が来訪

目的の方）

○次世代を担う子どもたち

（学校の社会科見学への対応と親子連れで来園する方）

○沼津市内の中高年のグループ

（何度も来訪可能なエリアに在住し、好奇心の高い方）

○団体客

（集団で移動し、見学時間が限定される方）

○目的が限定的な来園者

（建築の専門家や夕日などの撮影会等、特定の目的で

来園する方）

【展示改修の基本的な考え方】

建築の魅力を伝える

別荘建築、宮廷建築両方の特徴を併

せ持つ西附属邸の建築的価値を解

き明かす。

場の性格を伝える

皇室の方のご静養の場という御用

邸の性格と、沼津の穏やかな気候

や風光明媚な土地柄を紹介する。

人びとの息遣いを伝える

皇族の方々、川村伯爵、皇室の方々

を支えた人びと、沼津の人びとなどが

どのように過ごしたかがわかる。

子どもたちに価値を伝える

子どもたちに沼津御用邸、西附属

邸の価値を伝え、歴史的文化的価

値の素晴らしさを継承していく。

沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要 第4回懇話会（平成29年1月26日）



4.展示の構成-1
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■西附属邸全体の展示シナリオ

沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要 第4回懇話会（平成29年1月26日）



4.展示の構成-2
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■常設展示の展示シナリオ

沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要 第4回懇話会（平成29年1月26日）



6.見学ルート案-1
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沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要 第4回懇話会（平成29年1月26日）



6.見学ルート案-2
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○ ３つの案を比較検討の上懇話会の意見を踏まえて、計画案としてはB案の方向性を推奨する。

○一方、「御座所から御食堂への廊下が狭い」という意見、「御食堂前の段差に気づきにくい」との指摘もあり、さらなる改善に向

けての検討、及び現場での検証が必要となる。

○ 団体向け動線については、基本的にはすべてを見学していただくことを前提に、「団体向けショート動線」を運営上の視点から

引き続き検討を要する。

■見学ルート案の検証

■見学ルートの設定方針

見学ルート メリット デメリット 動線面 建築見どころ面 展示面

A -1案
常設展示：

主膳室

・比較的各機能にゆとりがある。

・映像ガイダンスが入口から離れており他の

　部屋への音の影響が少ない。

・動線上の段差を認識しやすい。

・川村邸側から入るため、皇室ゾーンが後に

　なる。

・従来の見学動線と変わらない印象。

△
従来と変わらず動線の

展開がわかりにくい

△
建築の主たる見どころ

まで遠い

○
周囲から目につきやすく

広さもある

A -2案
常設展示：

警衛内舎人

・女官応接

・靴箱（運営員のいる所）から映像ガイダンス

　への誘導が行いやすい。

・見学案内の機能が集約されており比較的

　管理しやすい。

・靴箱と映像ガイダンスの部屋間で動線の

　錯綜が発生しやすい。

・警衛内舎人・女官応接は、常設展示を展開

　するスペースとしては狭い。

△
従来と変わらず動線の

展開がわかりにくい

△
建築の主たる見どころ

まで遠い

×
奥行が無く狭さを感じる

ため、展示には不向き

B案
常設展示：

女官室

・動線がスムーズで展開がわかりやすい。

・動線の錯綜が少ない。

・季節展示を常設展示の一部に集約。

・反時計まわりの動線のため、建築移築部が

　動線の終わりとなり成り立ちとは逆の流れと

　なる。

・段差が認識しにくく、御食堂と供進所間に

　滞留しやすい。

○
動線が分かりやすい。

一筆書き動線となり、錯

綜が少ない

○
最初に見所から見学す

るため展開が分かりや

すい

◎
最も広い場所で外光の

影響も少ないため、展示

に向く

沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要 第4回懇話会（平成29年1月26日）



7.解説計画
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■解説計画の基本的な考え方

沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要 第4回懇話会（平成29年1月26日）



8.展示制作物の配置
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沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要 第4回懇話会（平成29年1月26日）



9.展示展開案-1
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沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要 第4回懇話会（平成29年1月26日）



9.展示展開案-2
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沼津御用邸記念公園における西附属邸展示改修計画案の概要 第4回懇話会（平成29年1月26日）



10.西附属邸外におけるその他の整備について

個人客

・全体インフォメーションと案内看板の誘導により直接受付に来ていただく。
・全体インフォメーション等を分かりやすく記載した新規パンフレット等による対応も検

討する。

団体客

・現状通り、御用邸スタッフにより正門入口付近、あるいは新たに沼津垣広場を活用して
説明を行う。

・雨天の場合 ＜人数等に応じて以下の方法を選択＞
a.休憩所周囲の庇下
b.御車寄せ前（b-1)、あるいは沼津垣広場(b-2)に簡易テントを設ける
c.御用邸スタッフがバスに乗り込む

■全体インフォメーションの考え方について

① 既存の看板があるがほぼ認識されていないため、全体インフォメーションの設置場所と
内容を再検討する。
・「全体インフォメーション」設置場所は以下の図のA・B・Cを候補とする。
・現状設置されている類似看板については、誘導の分かりやすさを念頭に整理する。

・内容は、既存の沿革や公園全体配置図等を踏襲するが、まず何を見ることができ
るのか、どんな満足が得られるのか、明記することが重要である。さらに、料金
体系と見学可能エリアを明確に伝える構成とする。

【内容構成案】
・西附属邸邸内・外観等の写真紹介
・皇室との関係性を紹介
・記念公園全体配置図

※西附属邸の位置と見学可能エリアの明示
・料金体系
・開館日、開館時間 等

② 個人客と団体客の対応については別対応する必要があり、以下の通りとする。

■外観見学ルートの設置検討について

①外観見学ルートは、現状の外観見学ルートで、建築的な特徴が分かる以下の箇所を候補
とし、案内板等により建築的な見どころを説明する。

・メインの見学ポイントは、建物に一番寄れる③と④（皇室の方が使用された御座所、
謁見所などが外から見学できる箇所）。

②別途、記念公園全体の「園内散策マップ」を設ける。

④
③

②
①

園内散策マップ設置場所

【内容構成】

・記念公園全体マップ

・施設紹介
（西附属邸、東附属邸、馬場跡、

本邸御湯殿跡、お休み処等）

・見どころ紹介

（景色のよい場所、花のポイ

ントと見ごろ、夕日等）
・散策ルート 等

③見学ポイント

外観的に宮廷建築の特徴を持

つ「御日拝室」と「御食堂」、そ
の間の河村邸の「侍従候所の

広縁」が見渡せる。

①見学ポイント

御車寄の屋根

屋根の“ムクリ”と呼ばれる膨ら
みが、穏やかで優しく、附属邸

らしさを醸し出している。

②見学ポイント

湯沸所と御膳水を説明する。

残っている湯沸所は調理場用
で、御料浴室用の湯沸所はそ

の裏にあった。
御車寄せ脇のげこうをくぐって、

御料浴室に湯を運んだものと

思われる。

④見学ポイント

御座所下の高い床下が分かる。

ｂ-1 ｂ-2
a

c
駐車場
にて行う
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